
［標準様式例６－２］

変更契約年月日

契約業者名

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工期（自）

工期（至）

変更前の契約金額

変更金額 ＋ ８７,４５０,０００円（税込み）

変更後の契約金額

変更理由

群馬県藤岡市小林３２６番地

令和８年１月３０日

１８１,５００,０００円（税込み）

２６８,９５０,０００円（税込み）

１．地盤改良工
　受注者協議の結果、中層混合処理工についてICT活用工事に変更する。
２．擁壁工
　修正設計の引き渡しに伴い、遮音壁アンカー設置を増工する。
３．排水構造物工
　現地精査の結果、側溝工の延長を変更（増）する。
４．調整池工
　現地精査の結果、修正設計の必要が生じたため、減工する。
５．構造物撤去工
　現地調査の結果、カルバート工の施工に伴う既設管の撤去・処分を増工する。
６．工事用道路工
　関連工事からの引き渡しに伴い、敷鉄板及び仮桟橋を増工する。
７．仮設工
　現地精査の結果、通学路が施工範囲に影響するため、通学路の迂回路を追加
　する。
８．共通仮設費
　中層混合処理工をICT活用工事とするため、初期設定費用を追加する。
９．工期
　工期は元設計とおりとする。

地盤改良工：中層混合処理（ICT）　７９０ｍ３
擁壁工：遮音壁ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　４箇所
側溝工：ﾌﾟﾚｷｬｽﾄU型側溝　１５７ｍ　自由勾配側溝　６０ｍ　側溝蓋　２９枚
管渠工：　遠心ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ　７ｍ
構造物取壊し工　１式
工事用道路工：敷鉄板　９２枚　仮桟橋　１基
迂回路工　１式

（第１回）契約変更の内容

工事概要

（変更した内容について記
述する）

田畑建設株式会社

令和７年９月３０日

令和６年１０月１７日

一般土木

埼玉県児玉郡上里町金久保地先

Ｒ６国道１７号本庄道路金久保地区改良工事



令和　８年　１月２８日

田畑建設（株）

群馬県藤岡市小林３２６番地

Ｒ６国道１７号本庄道路金久保地区改良工事

埼玉県児玉郡上里町金久保地先

一般土木工事

工 期 (自) 令和　６年１０月１７日

工 期 (至) 令和　８年　５月２９日

　２６８，９５０，０００円（税込み）

＋　２５，７４０，０００円（税込み）

　２９４，６９０，０００円（税込み）

変 更 金 額

変 更 後 の 契 約 金 額

１．道路土工【指定部分】
　関係機関協議の結果、６号函渠内供用に伴い路体盛土工を【指定部分】に
　変更する。
２．地盤改良工【指定部分】
　関係機関協議の結果、６号函渠内供用に伴い固結工（ICT）を【指定部分】
　に変更する。
３．カルバート工【指定部分】
　関係機関協議の結果、６号函渠内供用に伴い作業土工及び場所打函渠工を
　【指定部分】に変更する。
４．舗装工
　１）関係機関協議の結果、６号函渠内供用に伴いアスファルト舗装工（町
　　道１３２５号）を【指定部分】に変更する。
　２）現地精査の結果、アスファルト舗装工（機能補償道路）を数量精査
　　（増）する。
５．排水構造物工
　関係機関協議の結果、６号函渠内供用に伴い側溝工及び管渠工、集水桝・
　マンホール工、支線パイプライン工を一部【指定部分】に変更する。
６．護岸工
　１）現地精査の結果、コンクリートブロック工（平ブロック張）を数量精
　　査（増減）する。
　２）設計成果の引渡に伴い、吐口工を増工する。
７．構造物撤去工【指定部分】
　関係機関協議の結果、６号函渠内供用に伴い、排水構造物工及び運搬処理
　工を【指定部分】に変更する。
８．共通仮設費
　関係機関協議の結果、護岸工施工時の振動・変位測定を増工する。
９．工期
　工期は、護岸工の増工および関係機関協議により１１９日延長し、令和８
　年５月２９日までとする。

変更理由

工 事 種 別

工 事 概 要

道路土工　指定部分　一式　路体盛土工　１００ｍ３
地盤改良工　指定部分　一式　固結工（ICT）　７９０ｍ３
カルバート工　指定部分　一式　場所打函渠工（構造物単位）３２８ｍ３
舗装工　指定部分　一式　アスファルト舗装工　２６６ｍ２
排水構造物工　指定部分　一式　側溝工　７０ｍ　管渠工　７ｍ　支線パイプラ
イン工　４３ｍ
護岸工　一式　吐口工　一式　フラップゲート　１箇所
構造物撤去工　指定部分　一式　排水構造物撤去工４２ｍ

（変更した内容について
記述する）

変 更 前 の 契 約 金 額

（第2回）契約変更の内容

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

工 事 の 名 称

工 事 場 所


